
〓
革

（
玉
呂

十

袋
）黒

∞
．石
こ

ぷ
さ
無
営
軸
主

華
製

鍔

註
総

士
「市

長
茎

車

王

馴
哩

眠
〔）
黙患はさ郊縛

照
答
飾
縛
対
（ヨｏ
Ｏ
黙
患
弧
Ｇ
鯉
対

蝶

控

側
ゆ
ゆ
〇
‐
０
寸
Φ
”
Ｚ
の
の
一



推
赳

′輔
拙

【
，
ヽ
、
Ｇ
と
、
やヽ

】

や
く
」
／
日
一●
母
ё
Ｇ
膨
―

―卜
ｇ
ゼ
ぷ
Ｇ
綻
無
だ
Ｌ
〓

。
ｗ
ａ
）
Ｑ
ミ
駆

〉
雄
『
製
題
投

め
↑
日
ゆ
皿
料
Ｇ
鰹
く
条
二
や
こ
連
Ｗ
ミ
せ
め
綻
里
ｇ
単
橿

。
や
二
）
ミ
拘
皿
煙
わ
雛
無

復
撃
楔
●
二
句
響
呟
モ
ｉ
憩
翌
菫
■

′翌
まヽ
魚

′
連
や
梶
馴
伸
翌
字
綻
烈
思
球
Ｇ
せ
只

。
や
べ
里
『
日
や
■
は
や
旦
ｇ
綻
瑠
抱
条
と
ヽ
で
慨
む
脳
掬
志
望
↑
ヽ
Ｇ
杓
冬

怒
苫
無
翌

′
Ｎ
騨
騰
二
韻
Ｄ
料
に
『
や
■
ば
―

↑
二
句

「キ
瑠
Ｇ
推
判
」
『

「冊
附
Ｇ
駅

釈
」
革
ぶ
田
皿
Ｇ
曜
く

。
マ
ａ
Ｗ
ぃ
や
里
邸
剛
■
相
■
村
粂
製
臣

↑
二
母
糸
Ｇ
や
選
店
終

「推
製
」
笹
ミ
■

↑
約
慨
村

′ミ

〉
二
】
０

「推
卿
」
里
↑
ヽ
Ｇ
的

′や
糸
や
Ｇ
Ｇ
〉
↑

無
翌
連
二
や
増
や
会
や
Ｇ
め
で
帥

′
で
終
や
代
喋
ば
や

「駅
服
」
や
進
嶋
Ｇ
齢

、
卜
掛
ト

州
（
ふ
や

′帥
世

荘
壇
い

′
、
卜
（
――
く
Ｈ

′―
は
ハ
Ｈ
へ

′
理
型

・
軽
型

ギ
↓や
ゼ
ば

。や
ミ
】
絹
翌
Ｇ
鰹
Ｋ
終
Ｇ
い
こ
『
や
ミ
０
３
柊
終
照
苫
＄
翌
や
い
０
導
翠
Ｎ
延

割
求
ぐ
に

／
む
里
や
や
拘
料
Ｅ
Ｗ
無
製
Ｇ

「推
側
」
判
剛
柵
Ｇ

「酬
搬
」
。い
に
Ｎ
ミ
ト

甲
や
卜
肛
里
延
割
駅
憩
Ｇ
い
１１
６
こ
判
＄
翠
翠
蝉
母
終
回
翠
蝉

′
里
巡
哨

。や
い
鮒
Ｗ

や
二
い
里
雑
題
Ｇ

「推
卿
」
判

「酬
根
」
／
０
ね
や
め
賦
四
母
緯
維
Ｇ
Ｋ
ハ
体
杵

・
―
――

ハ
ハ
ト
句
、
は
十
回

・
生
―
早
ふ
い

／
里
く

。
や
ヽ
艇
摺
Ｎ
会
時
こ
Ｗ
ミ
い
０
経
里
い

ヽ
Ｇ
判
】
こ
縄
里
蚤
Ｘ
Ｇ
照
苫
邸
翠
終
領
撃
い
こ
判

「冊
卿
」
判

「酬
根
」
里
―
総
祢

柘

。や
べ
里
母
ＩＪ
や
ふ
鮒
Ｗ
Ｎ
会
や
と
ば
約
面
里
い
ヽ
Ｇ
判
終
照
苫
仲
翠
田
製
騰
二
灘

め
料
に
対
や
卜
ば
―
い
こ
母
栄
製
Ｇ

「推
側
」
判
剛
冊
Ｇ

「蝋
根
」
′担
露
回
Ｇ
樫
く

煤

悼

付

・
―

投

監

推
肥
対
珠
紙
や
と
縄
遭
照
ぷ
無
輝

L



，ふ
。
ふ
小
―Ｉ
К
料
К
Ｒ
３
ト
ト
わ
「
雫
翌
ヽ
ゆ
里
授
く
く
連
Ｇ
マ
と
や
コ
照
ギ
抱
神
探
悪

′押
ｕ
忘
遵

′神
図
制
」
革
↓や
□
漣
く
首
楔
ヽ

。
６
∞盆

奮
毎吾
＞
）
や
増
や
Ｇ
時
こ
】

ミ
杓
慨
割
臣
Ｗ
●
ヽ
逆
卜
回
翠
煙
連
搬
臣
Ｇ
、
‐ト
ハ
ーー
煮

弓
句
―
伝
ハ
Ｈ
へ

′笹
ミ
や
く

こ
里
ヽ
運

。
や
二
〕
ミ
冬
準

〉
想
終
へ
―
＼
ヽ
↑
こ
句

一ｒＮ
□
翠
蝉
や
ａ
）
Ｄ
ば
鰹
抱
憾

料
く
餌
や
翌
恵
根
理
＜
や
ｇ
悪
賦
駅
照
」
連
や
準
念
Ｇ
Ｒ
ヽ
卜
３
▼
心

′
里
↑
ヽ
Ｇ
日

。
や
く
や
揮
翠

↑
二
句
楔
拘
Ｗ
め
選
選
や
Ｅ

よ
や
■
翌
想
Ｎ
ミ
〕
里
で
鞄

′
Ｇ
梁
Ｗ
ぃ
料

Ｇ
督
】
Ｄ
『
蝶
癌
Ｎ
埜
養
Ｇ
、
卜

３
＼
ヽ
膨

・
ふ
小
―Ｉ
Ｋ
Ｈ
句
烈
怠
雨
鰹
恵
翌
Ｇヽ
転
昧
連
照
苫
無
翌

′
や
や
や
■

。
ｗ
ａ
Ｗ
Ｄ
抱
揺
翠

二
Ｄ
撞
Ｗ
ａ
①
里
壬
収
拘
）
む
俗
●
Ｇ
句
抱
盟
設
や
摺
罫
Ｇ
理
や
ミ

′
Ｗ
Ｄ
駆
里
雨
鰹
Ｇ

、
は
い
ヽ
ヽ
ド

・
ふ
小
―Ｉ
Ｋ
Ｈ
Ｗ
Ｏ
や
′巡
照
字
ま
ヽヽ
冬
せ
ミ
や
く
０
櫓
′
や
０
馬
↑
ａ
句

楔
拘
Ｗ
Ｏ
軍
厳
Ｎ
興
題
Ｇ
駅
根
里
岩
終
照
苫
無
翠
字
隠
□
辞
蝉
Ｇ
や
村
ミ
日

″
里
せ
拘

。
６
”盈
凸

∽呂
Ｓ
【一＞
）

楔
掬
Ｗ
Ｏ
揮
翠
Ｎ
的
や
収

マ
と
Ｗ
ミ

杓
悶
＝
性
】

ぃ
ヽ
里
艦
苫
ぐ
翌

や
ヽ
里
照
□

終
Ｇ
や
Ｇ
〕
Щ
岳
字
斉
壁
Ｇ
や
＜
楔
０
や
や
楔
ヽ

／好
、Ｗ
ａ
Ｗ
Ｏ
ま
ば
里
母
日
や
め
峻
里

悟
郎
字
々
巫
帥
寵
Ｇ
鮮
回
里
、
は
い
ヽ
ヽ
ド

・
ふ
小
―Ｉ
Ｋ
Ｈ
字
翌
ヽ

′字
母
日
マ
ニ
や
０

軽
ま
抱
興
題
綻
や
ミ
区
里
駅
搬
Ｇ
柿

、
卜
小
～Ｉ
Ｋ
Ｈ
字
―
は
ハ
Ｈ
か

′冬
眠
苫
ぐ
翌
や
軍

軽
単

′連
ヽ
運

。楔
拘
）
Ｏ
Ш
州
０
会

〉
叶
里
興
理
や
■
題
里
国
弧

″埜
益

′四
孟

′恵

根
Ｇ
、
卜
い
ヽ
ヽ
膨

・
ふ
小
――
く
Ｈ
字
翌
電ヽ
や
士
黎
里
卜
回
辞
蝉

′連
く
ヽ
卜
い
、
心

。二
収
Ｄ
理
『
日
や
■
ョ
翠
で
会
や
め
製
巡
里
ｋ
ヽ
卜
い
、
心
里
料

′
Ｎ

Ｋ

′、
甲
小
川
Ｇ
綻
維
や
ψ
盆
抱
駅
服
や
と
梁
里
ぷ
さ
悪
苫
憩
翠

″連
や
卜
蚕
や
日
や

。
や

ミ
や
節
、里

↑
ヽ
ヤ
と
や
く
佃

〉
嶋
鑑
抱
ぎ
に
や
郎
隅
や
ミ
杓
母
榔
栄
里
ば
さ
照
苫
無
辞

Ｇ
で
終
ミ
日
牛
で
や
ぐ
Ｇ
回
腿
思

／
Ｗ
Ｄ
題
里
弾
Ｒ
蜂
怠
母
Ｉ
軽
Ｇ
〕
里

〉
母

′連
緯
継

Ｇ
Ｒ
ヽ
卜
い
、
心
や
二
）
０
『
↑
ぐ
図
Ｎ
尺
製

０
ほ
Ｇ
〕

′
０
軍
翠
や
ハ
Ｆ
卜
か
、
体
Ｇ

怒
苫
無
翠
Ｇ
性
蚕

。
や
く
や

Ｇ
句
Ｏ
Ｇ
神
経
照
菖
ぐ
翠
マ
ａ
Ｗ
ぃ
に
抱
）
料
Ｄ
丑
椎
駅
Ｗ

Ｏ
液
里
ハ
３
卜
か
、
体
Ｇ
〕
も
ヽ
雫
照
苫
無
謂
雷
軽
蝉
Ｇ
□
思
せ
ミ
好
、懸
Ｇ
蝋
釈

′
楔
村

や
翁
昌
碧
＞
営
。こ

く
ヽ
卜
い
、
心
ば

。
ａ
ぃ費

ｂ
啓
攻
濠
盆

ｂ
番
と

や
く
冬
●

〉
二
笹

悪
芯
マ
ニ
Ｗ
士
料

Ｇ
甚
〕
０
母
緯
維
Ｇ
悪
苫
無
辞
抱
皿
歴
時
）
盆
抱
、
は
、
ト
ハ
体

ヽ
ト

字
蝋
根

′
盆
め
連
抱
名
魯
浄
ｏ電
０

１
ド
ヽ
―ト

パ
字

行
誓
Ｌ
む
宮ど
）
十
年

ヽ
▲
卜

芝

軍
芸
無
苫
無
翠
や
ヽ
里
緯
網
Ｇ
賦
根

一
ミ

【
ｃ
】

準
製
母
駅
殿
や
と
楽
里
鑑
苫
帥
主
　
＞
一

。
や
増
や
Ｇ
楔
拘
】
ミ
村
襲
や
蛇

や
里
ぷ
誉
終
菖
喩
超

′
Ｗ
翌
抱
提

半
【
（
，
く
Ｈ
字
提
―
ふ
ハ
Ｈ
か
と
ミ
Ｇ
『
準
念
無
翌

′
里
醤
想
抱
綻
艦
憲
綻
綻
艇
で
く
室
旦
翌
ギ
字
経
」卜
↑
メ
ニ
上
榔
Ｇ
て
駅
栄
楔
０
↑
日

。
や
く

や
提
程
や
十
撃
村
抱
母
日
〉
ニ
ヤ
，
キ

）
≦
申
確
斉
字
壇
富
や
雪
無
翌

′
Ｄ
区
里
係
榔
字

々
題
陣
再
や
準
喘

↑
士
里
主
★
ミ

一
ｆ
ヤ

′
コ
確
讐
】
£
慨
で
増
抱
句
日

（
や
ミ
抱
や
ぐ

母
）
や
二
Ｗ
●
や
抱
二
製
や
壇
Ｃ
■
ｔ
圭
茸

′
▼
ト
ハ
‐―
く
Ｈ

′―
ふ
ハ
Ｈ
へ

′後
や
く

′
Ｗ
二
架
里
無
翌
Ｆ
頂

や
ミ

一ど
費
て
―
□
ふ

′
Ｇ
村
①

。
や
代
ａ
句
や
増
や
Ｇ
や
や
■

悟
難
抱
怒
玉
撃
Ｇ
や
ミ

一　
′
五
ヰ型
王
申
主
素
字
縛
再
く
■
せ
楔
や
後
緯
預
恭
や
雷
無
主

・
翌
翠
メ

′
〓
マ
二
二
ご
ギ
【
′と
弓
提
怪
や
↓
盆
抱
駅
服
や
む
雫
里
照
苫
飾
翌

。
〉
雫
）

０
確
選
〕
音
ャ均
、で
二
十

一
〓
々
王
定
終

「駅
根
」
Ｗ
二
梁
里
巡
苫
ぐ
翠

′
里
盆
ぬ
連
体
村

。
マ
ニ
）
尺
Ｗ
句
也
罵
む
二
Ｗ
Ｏ
ヨ
ぐ
型
抱
為
Ｉ
Ｇ

盆
楔
Ｇ
綻
怪
報
コ
ｆ
ヤ

′
色
只
Ｎ
経
整
Ｇ
や
樫
く

。
↑
ぐ
役
や
く
無
郎
穏

〉
二
や
代
将
抱

Ｒ

３
唱
Ｇ
ぷ
電
く
走
で
こ
£
拘
雫
里
鯨
軽
里
ゆ
『
や

「推
卿
」
句

「駅
根
」
′や
『
や
Ｇ

臣
期
ま
急
Ｃ
↑
一　
●
こ
判
息
諄
辞
蝉
母
卜
回
翠
煙

′
せ
や
や
盆
習
む
脳

〉
剛
Ｎ
句
日
Ｇ
日

。
ａ
報
３
曇

手
す０
で
二
里
ギ
皆
拘
“
■
綻
腱
抱
句
日

「
楔
●
増
や
推
製
Ｇ
Ｗ
Ｏ
興
抱
盟

嘉
壇
ミ
や

′
や

コ
Ｊ）ミ
（ヽ
役
達
Ｇ
Ｇ
『
ё
Ｇ
推
製
里
ミ
選
終
卜
回
辞
蝉
」
連
ミ
や
ミ
ぐ

ズ
で
■
罫
程
や
マ
担
）
と
い
里
壬
Ｇ

日
）
や
十
京
工
〕
コ
Ｆ）至
車
点
翌
抱
紳
巡

′正
釧
型
苫
抱
神
枢

′
尺
黙
句
匝
剖
求
中
抱
句

無
主
主
運
判
ふ
士
一主
王
と
や
遅
く

。
６
ｏＲ

心
的ｏ湿

ざ
い盆

〓
一＜
一ｏ獣
【逃
ぷ
【
αｏ∽０湿
）
や

二
や
ｃ
Ｃ
均
註
０
封）里
誰
一ざ
さ
や
部
料
Ｇ
照
苫
無
辞

や
二
母
冬
や
■
把
謡
里
や
ヽ
Ｇ
勾
ミ

′や
ミ
〕
抱

「も
主
主
達
」
判

「い
回
辞
蝉
」
革
↓興
稚
Ｇ
日

。
ａ
ｏ
中ギ８
硝
吟ひ費
壱
ぃ占ぷ
●＞
）

や
Ｓ
無
理
離

↑
二
判
や
■
去
一ド
抱

「き
規
苫
や
十
里
↑
ヽ
マ
拘
や
無
句
日
や
■
艇
ド
抱

二
付
や
〕
二
梁
逆
Ⅸ
終
Ｇ
せ
さ

′
〉
や
担
や
ど
役
Ｇ
や
や
■
に
ネ
終
せ
巡

′
Ｗ
め
料
翼
無

や
＜
め
匝
Ｇ
日
０
へ
、〕
′
里
世
匝
母
や
■
ヨ
雨
Ｎ

『
ミ
ミ
ミ
や
』
】
盆
句
村
せ
①
母
ё
Ｎ

メ
綻
日
旺
　
ｏ
一
【

照
苔
飾
辞
対
蝋
釈



ミ
日
包
尺
悪

。慨
拘
Ｗ
ミ
杓
軽
剛
終

、
い
、
―ト
ハ
は

ヽ
卜
字
駅
根
連
や
綻
維
Ｇ
怒
苫
無
翌

′
で
糸
橿
ぺ
や
ミ
杓
悪
―――ＩＥ
や
せ
楔
糸
や
雷
軍
謀
逆
や
ヽ
Ｇ
回
ぐ
′
‐Ｊ
一
↑
ヽ
収
で
捜
里
や
■

選
黙
６
会
恒
て
推
肥
ｎ
会
蛸
搬

∞
ミ

。
時
こ
Ｗ
Ｄ
智
Ｋ
抱
『
日
と
や
連
や
む
や
や
ミ
杓

に
ぐ
Ｇ
Ｗ
め
句
料
預
暉
――
役
く
な
連
抱
翌
液
遥
楔
ぃ
こ
母

（ぷ
翠
賦
止本
＼
ぷ
翌
駅
）
、
ふ

酔
卜
州
小
ふ
甲

′
（＝
世
＼
準
翌
）
き
い

′
（
、
は
い
＼
ヽ
レ
ふ
小
～Ｉ
К
Ｈ
＼
、
卜
小
田
ハ
ン
ふ

小
――
く
Ｈ
）
ヽ
ト
ハ
ーー
く
Ｈ

′
盆
羊
ヽ
＼
彗
駅
）
―
は
ハ
Ｈ
か

′終
Ｇ
ゆ
↑
二
母
駅
根

′連

懸
料
Ｇ

「翌
団ヽ
く
株
Ｇ
駅
根
」
や
や
ヽ
Ｇ
日

′
ヽ
や
里
ミ
缶
ａ

。
↑
馬
式
と
『
や
二
Ｗ
ミ

Ｑ
で
増
終
杓
０
課
Ｇ
Ｘ

′、
い
く
Ｇ
句
日
や
■
選
訓
Ｎ
翌
製ヽ
延
母
『
日
↑
村
Ｏ
Ｗ
盆
投
Ｎ
斌

く
Ｇ
極
＜

′
連
里
緯
維
楔
０
↑
日

。
や
ミ
せ
盆
柊
終
選
田

↑
こ
母
や
く
や
Ｇ
や
や
ｇ
Ｏ
翌

楔
村

′
Ｇ
増
や
Ｇ
や
や
選
郎
嬰
連

、
卜
、
卜
ふ
体

や
卜
＼
駅
根
Ｇ
や
く

′
Ｗ
ぃ
終
楔
Ｄ

。
／
，

や
ミ
拘
尺
瑞
Ｎ
母
日
や
と
や
く
製
終
翌
生
小
３
卜

ヽ
く
Ｇ
ト
ー
食
は

・
ふ
小
―Ｉ
Ｋ
Ｈ
Ｏ

。
↑
相
Ｏ
Ｗ
ミ
●
ミ
鞭
粂
句
日
や
〉
Ｗ
Ｄ
搬
思
終
興
題
Ｇ

Ｉ
転
ハ
Ｈ
へ
字
軽
型
里
翌
Ｇ
や

′や
句
日
や
稿
■
拘
ｔ
無
理
目
里
ぎ
餌
駅
や
露
翌
Ⅸ
①

。
↑
村
Ｏ
Ｗ
め
ぷ
翌
Ｎ
母
日
や
く
無
理
型
や
里
匝
Ｇ
ト
ー
ミ
は

・
ふ
小
――
く
Ｈ
Ｏ

。
谷
ｏ∞Ю
”歓
６
ギ
∽目
【【【浮
）
や
士
電
や
壬

∞
Ｇ
巡
連
枚
ヽ
卜
い
、
心

Ｗ
二
●
里
田
烈
Ｇ
〕

。
や
く
無
駄
菫
連
逆
母
日
↑
村
Ｏ
Ｗ
尺
黙
）
０
句
Ｇ
や
や
露
団
く

や
、
は
、
は
ハ
体

や
卜
＼
駅
服
や
↑
ヽ
Ｇ

「
、
‐ト
ハ
ーー
く
Ｈ
」
也
尺
電

′
里
↑
ヽ
Ｇ
日

。
代
，ｏ毬
８̈
段

∽日
毎事
＞
雨
再中蟹
凸

維
ヨ
）
や
ミ

杓
罫
謡
〕
Ｄ
『
、
‐卜
、
―卜

′、は

ヽ
卜
や
雷

「艦
料
黙
鰹
」
連
ミ
日

。
や
ａ
Ｗ
Ｏ
照
Ｎ
畑
蝶

慨
ぃ
と
母

「
、
は
ハ
ーー
Ｋ
Ｈ
」
字

「紳
帥
型
」
や
や
や
■

′
、
は
、
ト
ハ
は

ヽ
卜
時
と
Ｗ

ミ
鞄
選
烈
Ｗ
ａ
俗
母
や
逆
謡
胆
Ｇ
照
苫
無
翠

′佃
ぶ
Ｇ
ａ
Ｗ
ａ
収

′連
句
Ｇ
や
や
食
Ｒ
３

伯
は
Ｒ
Ｗ
Ｏ
預
世
ミ
日

。
や
ミ
笹
皆
母
、
は
、
卜

′、は

ヽ
卜
や
露

「艦
料
則
く
」
控
ミ
日

。
ｗ
■
普
順
Ｎ
Ｇ
や
や
や
ヽ
せ
と
Ｗ
Ｏ
照
Ｎ
、
は
、
は
ふ
は

ヽ
卜
終
Ｇ
ゆ
Ｇ
や
蝉
性
′
日
一
↑

ヽ
や
と
Ｗ
Ｄ
Ｋ
鯉
Ｗ
ぃ
や
や
ｇ
回
Ｇ
①
母
０
終
回
蝶
無
諄
や
く
笹
尺
悪

′連
『
Ｇ
ゆ
や
ヨ

綻
贈
性

。
６
吟，い科
獣
ａ

ｂ
啓
こ

や
ミ
や
せ
ミ
ｗ
Ｏ
『
Ｇ
や
や
食
Ｒ
３
伯

―卜
Ｒ
や
Ｒ
Ｉ

↑

や

′
せ
終
や
Ｇ
増
や
Ｇ
や
や
雷
緯
蝉
性
や
Ｒ
Ｉ
連
『
、
は
、
ト
ハ
は

ヽ
卜

″終
ぐ
日
母

輪
０
出　
準
製
『
酬
服
や
と
冬
里
無
苫
無
逆
　
＞
一

。
や
ミ
ニ
母
楔
ぃ
く
）
露
撃
―
終

Ｇ
や
ミ
杓
曜
想
翌
や
ヽ
Ｇ
会
や
と
Ｗ
Ｏ
蝉
性
せ
冬
盆
め
連
や
ミ
楔
ミ

′
（冬
０
ば
収
Ｇ
二
母

「芸
ヽ
」
字

づ
ど
ご
と
里
で
均
）
終

、
は
、
‐卜

″、は

ヽ
卜
＼
駅
釈
Ｇ
眼
翌
程
ぃ
こ
『

「隈
ぷ

時
は
」
「ヽ

篭
嘔
」
「ヽ

＝
量
」
連
や
綻
怪
Ｇ
照
苫
憩
辞

。楔
●
会
や
的
く
母
〕
連
『
日
や

■

Ｇ
楔
ミ
均
茎
壬
判
で
増
や
Ｇ
や
ミ
ミ
拘
黙
選
Ｗ
二
↑
句
や
里
謡
脱
Ｇ
怒
苫
無
翠
冬
ミ
〕

収
村

′
０
収
モ
均
や
条
寵
終

↑
二
句
や
増
や
ぶ
ば
濃
懇
駅
圏

〉
や
控
や
Ｇ
や
Ｇ
叶
忘

″粂

―

い
有
卜
や
Ｃ
三
ぎ
字
く
璽
収
ぃ
と
母

「製
ぶ
い
印
」
「紳
鎗
旺
」
「押
帥
世
」
や
■
捜
匝

終
選
≦
く
主

′
二
圭
や
■
綻
維
Ｗ
二
●
里
く
ド
は
ロ
ト
Ｇ
怒
苫
憩
翌
楔
０
↑
日

′粂
役

。
↑
ぐ
役
二
や
連
や
二
岬
歴
ゆ
Ｗ
●
ニ

母
収
Ｇ
ギ
）や
さ
電
も
だ
楔
０
理
留
型

、
―卜
、
は
ハ
体

ヽ
卜
＼
駅
釈
里
冬
選
連
ミ
Ｗ

。
や

く
や
￥
■
０
封）
日
収
拘
Ｗ
ミ
杓
還
Ж
冬
く
ド
は
ロ
ト
や
京
鮮
楔
０
逆
選
悶
や
、
は
、
ト
ハ

体

ヽ
卜
Ｇ
誤
１

３
伯

‐卜
Ｒ
楔
ぃ
と
母

「艘
Ｎ
時
町
」
「押
鑑
距
」
「神
帥
型
」
′や
ｇ
皿
↑

二
句
や
■
理
薗
里
、
は
、
ト
ハ
体

ヽ
卜
字
駅
根

′
や
Ｗ
二
架
逆
怒
苫
飾
翠
Ｇ
や
村
ミ
日

翌
団
く
株
Ｇ
蛸
根

Ｎ
ミ

。
や
く
や
Ｇ
や
〉

Ｗ
ミ
せ
盆
悟
無
照
彗
無
翌
申
せ
０
項
目
抱
係
辟
字
々
巫
帥
寵
や
や
駆
里
ミ
〕
『
、
は
、
ト

ハ
体

や
卜
字
駅
求
Ｇ
＜
峯
提

′
〉
や
連
や
照
彗
無
翌
露
艦
村
岬
柳
収
め
里
く
悶
や

「翌
団ヽ

匝
」
Ｇ
や
く
や
↑
ヽ
Ｇ
〕

′
笹
へヽ
や
や
弓
里
迪
キ

「
（這
誓
一ｏ
一君
じ

楔
０
黙
怠
里
ｇ
無

翠
」
後
や
く

′や
〓
や
「
‐く
申
れ
な
３
終
き
匝
求
楔
ぃ
と
句
巡
照
字
呟
回

′
０
会
０

。楔

ぃ
増
や
Ｇ
や
喫
ミ
せ
Ｗ
↓
代
翌
里
響
業
抱
雨
遵
ｇ
飾
辞
字
基
駆
Ｒ
理
や
■
叶
飾
里
世
理
性

語
Ｇ
や
喫
村

′
０
里
蝶
橿
申
士
亘
＜
Ｇ
把
鉾
収
ゃ
ａ
『
巡
照
字
ピ
回

′連
で
ミ
や

′終
楔

杓
Ｗ
Ｏ
駆
嘘
抱
悪
苫
憩
翌
や
ご
ギ
■
貝
差
里
母
や
Ｇ
矩
田

↑
二
母

「柿
岸
」
字

「卜

小
か

か
く

、
―ト
ハ
」
連
ヽ
間
一主
達

。
ヽ
卜ｃ
歓̈
盆

習
弔吾
＞
）
や
ａ
や
０
軍
導

母

「
名
の̈
覇
】ｏ＞】唇

豊
じ

憾
料
壇
村
Ｇ

Ｏ
選
」
連
К
ヽ
卜

３
、
心

″
抱
照
窓
無
翠
Ｇ
や

ヽ
ミ

日
慨

Ｑ
ミ

や
理
圏
ま
Ｗ
Ｄ
玄
里
々
翌
＝
再
や
さ
鮮
や
や
巫
里
、
は
、
は
ハ
は

ヽ
卜
字
駅
根
Ｇ
や
＜

ズ
寝
盛
い
【
∽罵
一一一浮
）
や
く
や
掛

剛
ゆ
皿
脚
Ｇ
て
母
日
や
二
Ｗ
め
卿
駆
逆
郷
臣
『
騨
臣
Ｇ
、
ふ
ハ
ーー
Ｋ
Ｈ
字
―
は
ふ
Ｈ
へ
終

騨
題
Ｇ

「藍
型
」
百
一
↑
ち
や
二
Ｗ
て
壇
母

「
や
増
や

（登
ａ。＆
】ミ
臼
連
腱
四
）
ト
ー
ミ

メ
梶
日
皿
　
Ｎ
〕
出



翌
蝉
）
推
卿
無
逆
や

露
栄
く
や
翌
課
皿
や
ミ
棋
Ｎ

（卜
回
一一高
じ

ヽ
‐卜、
く
（
鍛
一基
理
性
割

″連
里
■
円
抱
Ｒ

Ｇ
ミ
Ｇ

（ヽ

コ
翌
煙
）
推
卿
無
翌
収
ミ
８
盆
料
ミ
杓
再
想

″
Ｗ
Ｄ
や

。
（輯

高
い盆

巻
に
）
や
二
〕
０
で
ど
抱
瑠
帥
里
翌
韻
濃
『
堅
さ
Ｇ

「き
駆
推
製
飾
翠
Ｇ
Ｘ
く
」
′
）

Ｄ
『
や
増
や

「熱
翌
翠
蝉
理
０
料
督
Ｗ
●
ヽ
逆
く
ぐ
Ｇ
卜
回
」
終
ぷ
回
辞
蝉

′
担
横
旺
や

■
軽
隅
抱
艦
順
雷
矩
副
Ｇ
推
製
飾
翌

。
や
冬
や
終
句
日
↑
畑

Ｇ
や
剛
と
０
拘
翻
句
矩
撃
Ｇ

「憩
謂
辞
蝉
」
冬
で
ミ
や

′
句
や
ぐ
Ｎ
む
↑
則
週
Ｇ
推
卿
無
翠
Ｇ
ミ
Ｇ

〉
二
楔
Ｄ
↑
日

ズ
ｏ崎困‥吟漁
（∞碕
昼
ｏＲ

型
雫
）
時
こ
ｗ
Ｄ
運
稚
抱
工
ぐ
と
や
く
な
連
抱

選
駅

〉
ａ
ｗ
や
抱
懸
革
母
て
き
区
Ｇ
『
壇
円

（き
匝
く

′米
毬

恵
★本
）
き
督
鰹
Ｇ
無
翠

や
進
嶋

／
で
会

（雄
Ｉ
Ｇ
蕗
回
預
卜
回
）
料
玄
甲
―Ｉ
Ｇ
＜
璽
―
卜
回

′
抱
き
駆
壇
Ｇ
壇
世

基
憩
翠
終
ミ
や

′
で
終
や
０
『
や
増
や
普
圏
担
Ｗ
Ｏ
句
矩
製
壇

・
副
蟹
壇
Ｇ
壇
世
基
無
翌

終
推
瑠
飾
翠
連
翼
照

′Ｒ
翌

。
令
ｏ
ギ‐ｏ留
”寸ひ費

匹
一）
や
二
Ｗ
Ｄ
遅
製
『
マ
ニ
Ｗ
●
ミ
駆
里

「き
駆
Ｇ
区
回
預
Ц
□
」
連
喪
醇
、推
卿
飾
翠

′
０
煮
里
Ｇ
マ
ニ
）
ぃ
く
駆
里

「送
巫
Ｇ
ト

回
預
ビ
回
」
終
単
節
、理
性
封

′
里
や
母
母
や
イ
壇
母
楔
０

「料
電
無
巴
基
飾
翌
●
料
理
Ｒ

Ｎ
Ｇ
推
製
ビ
回
――
推
卿
無
翌

″
Ｗ
め
母
Ｇ
や
↑
に
や
ぶ
革
団
理
Ｇ
Ｍ
回
や
喫
賦
ば
鰹
Ｇ
魚

翌
Ｇ
日

／
Ｇ
や
『
仲
翠
Ｇ
い
―
終
き
組
回
Ｗ
ミ
①
里
料
ば
Ｇ
隠
回
ビ
回
」
連
嬰

。
Ｇ
恐
一

業
に
）
や
と
Ｗ
ミ
お
む
俗
則
週
Ｗ
Ｄ
句
矩
烈
字
烈
蟹
く
珊

や
代
棋
Ｎ
幽
基
仲
辞
字
ト

回
辞
蝉
里
ゆ
句
句
理
性
翌
連
推
製
無
翠

′
Ｗ
二
架
逆
ば
さ
榔
避
基
無
翌
Ｇ
回
無
や
喫
ヽ

。
Ｗ
ミ
せ
ぐ
無
投
腱

↑
二
母

「矩
烈
Ｇ
推
卿
匝
求
Ｇ
呟
□
」
や
里

（平

―
恐
）
Ⅸ
蝶
楔
て
投
Ｎ
ｇ
血
Ｇ
壇
埜
基
隅
ぐ

。
Ｇ
Ｎ
”一８
Ｎ
暉
無
弧
鴎
ぷ
揮
世
軽
ぐ
翌
Ｇ
Ｗ
こ

Ｅ
里
翌
報
Ｈ拭
Ｌ
ぃ崎獄
【
全
雛
曖
終
齢
憩
椎
障
翌
嘉
量
基
紳
翠
樫
討
黎
）
や
二
Ｗ
ミ
せ
告
蝉
無

（圭

製
玄
回
　
，ヽｒ羊
製
帥
翠
）
「推
製
」
Ｗ
Ｏ
母
矩
烈
く
悶
や
ミ
ポ
抱
世
一基
飾
翌
字
再
せ
終
回
主
連

′
や
ｗ
ａ
雫
里
郁
Ｘ
憩
Ｇ
糸
①

〉
二

。
６
６３

く
一こ

や
二
）
ミ
鞄
属
想
無

「推
型
」
Ｃ

駆
ゼ
事
）
Ｄ
母
翠
単
や
型
逆
ビ
回
抱
製
斌

・
ヨ
黒
Ｇ
て
蟹
基
憩
翠
連
や
回
終
ミ

′せ
壇

側
翌
Ｇ
推
搬
鄭
翠
や
と
紀
里
抵
苫
無
翠

一
あ

。
や
■
烈
割
里
々
子
Ｎ
Ｉ
ＩＩ
Ｇ

′冬
Ｇ
マ
と
Ｗ
ミ
冬
則
里
菜
楽
や
↑
主
こ

的
終
推
瑠
①

′冬
楔
拘
Ｗ
ミ
せ
む
↑
旭
蝉
里
冷
ヽ
Ｇ
的
終
推
卿
〇

′や
０
で
理
Ｇ
「エ
ゴ

〓

飾
翌
Ｇ
や
『
ゆ
Ｇ
や
里
わ
せ
や
思
回
辞
蝉

′ト
ペ

。
や
く
や
Ｇ
回
Ｇ
療
〓
連
判
‘、リ
ミ
声

ミ
杓
悪
胆
Ｗ
Ｏ
句
烈
蟹
艦
緊
字
矩
烈
漣
里
や
『
句
理
性
ポ
連

（準
製
年
一こ

士
葛
一
′
ゼ

い
０
痔　
準
製
『
酬
栄
で
こ
無
里
照
置
徴
翌
　
＞
一

綻
維
Ｇ
辞
蝉
無
翌
字
型
基
無
翠
Ｇ
回
終
ミ

′
Ｗ
ａ
●
里
Ｉ

↑
二
句
翌
艦
球
Ｇ
日

。
６
歓
〒

ふ
曇
雲
ｏし
や
ミ
杓
句
や
増
や
Ｃ
撃
■
照
ゆ
抱
廻
運
や
ｇ
翻
悪

・
露
超
型

′
〉
や
や
Ｇ
冬
也

■
照
Ｎ
送
理
性
≦
明
翌
Ｇ
Ｄ
↑
勺
駆
＜
Ｇ
Ｗ
Ｏ
母

「郎
肺
雷
熊
田
」
連
推
製

′笹
ミ
ヽ
里

訳
齢
朴
知
Ｇ
ｘ
ハ
い
卜
臣
密
Ｇ
矩
撃
推
瑠
無
翌

。
ぐ
二
ｏｏｄＨ
吟び費

ｂ
電
ａセ
や
増
や
碩
撃

や
ミ
鞄
革
遵
里

「普
巧
、Ｇ
Ｇ

困
↑
二
『
ギ
峰
露
無
翠
や
翌
●
賦
母
ぶ
革
問
理
」
連
推
製

。二
収
拘
楽
や
Ｄ
副
翻
Ｗ
ａ
●
里
眠
祉
母
楽
ば
や
二
Ｗ
盆
蝶
Ｎ
回
犯
終
矩
撃

↑
二
『

「準
買
」
や
０
ミ
駆
Ｇ
母
照
苫
無
辞

′
里
癌
や
く
理
綻
維
Ｇ
日

。
や
ミ
で
代
将
母

Ｇ
や
〉
二
Ｗ
二
玉

Ｇ
Ｓ
Ｎ
型
Ｇ
て
推
卿
二
Ｄ
緯
や
『
日
や
む
製
抱
翌
餌
く
Ｇ
や
●
い
０
罫

照
抱
駅
搬
収
め
士
還
抱
翌
預
遥

′
里
↑
ヽ
マ
■
捜
巡

′
連
軍
翠
照
苫
無
翌
や
や
ヽ
Ｇ
日

。
や
増
や
Ｇ
や
二
）

め
に
や
封
廊
増
や
■
送
念
Ｎ
会
や
二
Ｗ
ミ
鞄
督
撃
宝
連
二
や
Ｅ
遷
理
里
雷
規
苫
Ｗ
ぃ
ヽ
里

盟
嘉
楔
ぃ
と
母
ふ
―
い
ミ
学
小
―
卜
字
悪
電
急
主
終

半
‐卜
、
ト
ハ
は

ヽ
卜
＼
駅
服
や
や
ミ

ュ

″
で
終
や
ミ
く
里
断
軍
Ｎ
騨
稚

↑
二
句
黙
峯
室
Ｇ

半
‐卜
半
‐ト
ハ
は

ヽ
卜
＼
駅
根
Ｗ
Ｏ
や

。
や
ａ
ｗ
ａ
謡
Ｎ
滞
授
や
■
罫
照
や
、
卜
、
ト
ハ
‐‐
卜
半
卜
＼
試
状
Ｗ
二
黎
里

（臣
卦
壇
答
）

べ
Ｇ
壇
苫
Ｇ
詳
理
や
せ
楔
会
や
士
判
抱
翌
軍
そ
翌
コ
↑
日

′連
軍
ギ
照
苫
ぐ
翌
Ｇ
□
ぐ

。
や
増
や
Ｇ
慨
↑
ミ
や
ミ
Ｄ
や
Ｇ
Ｏ
や
キ
里
茎
致
や
ご
ギ
村
田
く
里
選
―

′連
母
、
い

、
‐ト
ハ
は

ヽ
卜
＼
メ
共
ぐ
と
キ
里
ギ
者
く
主
′
（子
で
ヽ
。
で
だ
や
壬

↑
二
『
楔
ぃ
会
や
連
や

田
皿
里
畑
ば
せ
糸
選
試
や
ご
ギ
エ
Ｓ
く
Ｇ
二
）
収
把
↑
二
句

「将
館
ＩＥＥ
字
や
帥
世
Ｇ
Ｗ
Ｄ

母
蝉
性
露
性
革
」
Ｆ
一ポ
Ｇ
ャ
コ
Ｈ）ヽ

ギ
】ぐ

・
ヽ
経
縛
」
革
や羅
想
Ｇ
、
は
、
ト
ハ
体

ヽ
ト

＼
駅
服
や
ミ
せ
ぐ
里
選
電
く
主
Ｇ
業
選

′と
句
日
二
収
拘
架
Ｗ
め
授
側
や
日
日
０
冬
Ｄ

。楔
拘
】
ミ
鞄
軽
剛
む

ぐ
Ｇ
句
冬
担
選
Ｇ
て
き
や
字
型
王
堪
〓
や
軍
正
璽
Ｇ
神
旺
寵
や
む
無
里
理
製
ぶ
郷
連
や
ふ

―
い
ミ
十
ハ
ー
ト
再
一せ
杓
。慨
拘
〕
ミ
拘
選
烈
母
や
増
や
雨
遵
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
い
食
十
（
―
ト

終
母
日
や
■
０
理
蝉

や
ヽ
マ
十
●
興
里
神
Ｅ
再
Ｇ
や
璽
抱
く
御
―
ホ
や
村
拘

村
鞄

′
〉

や
や

Ｇ
糸
笹
収
拘
）
ミ
糸
黙
終
咲
き
Ｇ
Ｘ
御
―
十
年
盟
再
Ｇ
辞
蝉
帥
翌

′
里
愁
閑
や
、
ト

、
ト
ハ
体

ヽ
卜
や
食
Ｒ
小
伯

―卜
Ｒ
楔
ぃ
と
母

「隈
照
障
ｍ
」
「和
鎗
距
」
「押
帥
型
」
や
ヽ

メ
梶
掴
皿
　
寸
〕
】

照
窓
飾
辞
『
推
則



″
母
日
慨
杓
Ｗ
め
Ｇ
楔
Ｄ
出
爵

Ｇ
楔
０
軽
厳
Ｎ
無
郎
字
々
区
抑
再
冷
辻
里
ミ
〕
母
駅
服
や

準
嶋
○

″終
艦
巡
憩
翠
Ｇ
や
相
ミ
日

″連
ミ
や
ミ
ぐ
Ｗ
Ｄ
〕

。
↑
ぐ
役
や
や
や
終
判
日
で

と
Ｗ
ミ
拘
翌
興
題
粂
Щ
景
雷
製
鰹
字
縄
寵
く
■
で
楔
や
冬
緯
預
恭
Ｇ
判

（に
悪
谷
母
に
雲

も
や
ご
翌
メ

・
雷
仲
翌
）
陣
週
禄
句
即
翌
理
や
士
雫
里

（的
や
帥
世
＼
迂
製

′ヰ
一忠
＼
彗
ぶ
）

宵
区
お
萩
四
「
砲
せ
連
冬

「蝋
搬
」
′】
尺
↑
Ｇ
や

。
や
会
や
後
母
日
マ
ａ
Ｗ
ミ
拘
準
黎

『

「駅
釈
」
終
念
因
や
ミ
約
督
蝉
里
雷
ぐ
辞

′的
や
、
卜

い
卜
州
（
ふ
や

′帥
避

′鎗
士

′
、
ト
ハ
ーー
Ｋ
Ｈ

′―
は
ふ
Ｈ
か

′連
里
復
ぶ
や
ミ
鞄
や
冬
悪
距
旦

「駅
根
」
牛
相

′
判

や
■
副
剖

。把
杓
）
０
既
Ｗ
里
々
母
Ｎ
冬
や
二
Ｗ
ミ
せ
腿
里
↑
馬
Ｇ
的
終
Ｅ

″
拘
『
や
ミ

鞄
悪
胆
冬

「推
瑠
」
母

「駅
根
」
や

Ｇ
ミ
題
Ｇ
『
照
苫
飾
翠

′連
や
綻
維
Ｇ
や
村
日
日

田
部
矩
聾
Ｇ
全
足
Ｇ
邸
神

¨
▼
全
係
Ｎ
無
窓
飾
辞
Ｇ
推
規
対
黙
釈

。
（困〇田‥吟い
一中ぺ０い
再Ｈ
崎∞い
一
０中中。〇く吉
ｏ的
ｏ毎一ｏ毎ヨＣ

冬

↑
ぐ
る
や
連
や
Ｇ
や
拘
）
揺
選
Ｗ
め
『
Ｇ
や
や
■
轡
に
Ｎ
翠
郎
穏
『
翠
謎
Ｆ
Ｇ
悪
苫
く

翌
母
推
卿
二
０
榛

′や
母
日
や
む
恒
迎

や
ヽ
■
掴
二
題
や
会
Ｇ
や
伸
や

″
楔
村

′冬
Ｇ
や

縦
『
縦
連
Ｇ
や
■
推
判

′連
翌
預ヽ
遥
Ｇ
や
く
Ｄ
約

。
↑
ぐ
役
二
や
い
や
連
母
Ｇ
や
や
■
翌

謎
ド
に
や
推
卿
笹
ミ
■
襲
回
抱
翌
皿
く
Ｇ
〕

′Ｇ
Ｇ
や
や
ａ
Ｗ
や
杓
翌
悼
拠
Ｎ
選
駅
Ｇ
ド
´

預
二
や
ミ
０
つ
冬
■
冬
鞭
抱
督
嬰
Ｇ

「無
翠
」
革
↓劃
摂ヽ
遥
や
二
Ｗ
め
辻
浬
終
駅
釈

。
↑

ぐ
役
二
や
や
や
Ｇ
や
■
０
理
や
や
当
念
無
謂
字
埜
益
里
や
倒
字
】
０
村

′
０
↑
ぐ
役
二
や

連
や
Ｇ
や
や
Ｗ
料

金
螺
や
二
ふ
掛
ト
ハ
ロ
里
や
〉
ぐ
字

′連
翌
萩ヽ
遥
Ｇ
せ
ミ
日
０
役
収

。
や
増
や
ぎ
預
遥
や
露
料
賓
吾

――

′
や
■
辻
還
里
蝋
搬
露
翠
択

・
翌
飾
翠
や
進
喘
Ｇ
的
や

（ぷ
翠
蝋
止ぶ
＼
ば
翌
虫

）
半
く

掛
卜
引
ハ
ふ
中

′
（帥
世
＼
避
型
）
き
は

′
（
、
‐卜
３
＼
ヽ
伴
ふ
小
～Ｉ
К
Ｈ
＼
、
―卜
３
ｍ
ヘ
ャ
ふ

小
――
く
Ｈ
）
、
は
（
―Ｉ
Ｋ
Ｈ

′
（主
卜ヽ
＼
当
Ｒヽ
）
―
は
ハ
Ｈ
か

′連
ミ
〕

。
や
３
や
く
拠
冬
主

摂
遥
二
や
ミ
杓
ば
興
連
里
餌
＼
ぷ
字
剛
＼
佃
収
め
『
や
ヽ
０
準
ば
無
終
回
辞
蝉
連
逆
句
■

′ミ
ぐ
日
鞄
蝉
厳

。二
や
連
〕
蝉
厳
『
封
預ヽ
遥
や

「駅
根
」
里
↑
ヽ
収
で
担
里
択

′や
翌

。３
や
で
や
包
黒
ミ
杓
督
剛
〕
め
『
Ｇ
や
や
終
や
い
理
当
念
軸
主
十

一
！

埜
養
字
日
監
Ｇ
や
＜
と
や
と
Ｗ
Ｄ

・
二
や
拘
や

「料
皿
」
里
翌
仲
翠
軍
堆
翌

′と
〓
Ｆ
差

楔
０
↑
日
や
ミ
杓
羅
想
や
『
や
Ｇ
暉
旺
ぷ
□
辞
蝉
や
ミ
ド
で

い
や
ヽ

。
〔
（高

十
ゴ
≡
≡

卜
一
【　
推
搬
母
哄
服
や
ど
冬
里
艦
苫
冬
翌
　
≧

ａ
ｗ
ぃ
や
里
↑
巧
や
ミ
杓
属
選
里
距
祇
無
翌
摂ヽ
掻
Ｇ
『

（勺
や
将
宝
黒
窯
室
基
憩
翌
・
や
翠

霊

・
紳
轟
益
）
や
や
ミ
叶
Ｎ
授
面
、Ｇ
〕

′
『

（
勺
や

「
く
い
ふ
―
伝

ン、
卜
千

将
鎗
に

・
押
米

悪
や
■
性
遵
里
無
翌
）
単
や
い
逆
授
面
、Ｇ
辞
煙

′
連
や
会
や
Ｇ
や

。
や
と
や
ミ
で
盆
製
逆

ｇ
悪
冬
Ｄ
撃
金
暮
Ｇ
華
型
憩
ギ

′や
『
や
Ｇ
蜂
配
照
画
辞
蝉
や
ミ
い
て

い
や
ヽ

′蝉
ぷ

。
↑
ぐ
役
や
拘
や
茎
致
判
楔
●
増
里
母
日
や
■
浬
選
０
二
や
宴
蝉
Ｎ
送
題
預
遥
Ｇ
や
く

〉
徐

『
ゆ
里
★
華
Ｃ
〓
想
字
キ
遜
藍
型

′
め
回
抱
轟
念

ふ
く
ぶ
隼
薗
ぐ
麟
せ
は
や
ヽ
里

照
営
恕
主

′と
二
ｒ↓
ミ
Ｇ
嘉
き
卜
回
辞
蝉
Ｇ
や
０
円
―
へ
回
ヽ
ふ
卜
推
卿
収
０
↑
日

。収

拘
や
ミ
撃
卓
や
】霊
さ
や
ご
翌
嘉
Ｇ
卿
―
や
や
杓
轟
念
Ｗ
め
瑠
抱

（準
製
ビ
回
）
く
‐卜
Ｋ
（

推
製
抱
ふ
く
ｒ
■
糸
荘
抱
堤
■

′
理
や
母
母
や
ど
螺
Ｎ
賦
艘
畑
ば

′連
照
□
翠
蝉
巡
欝

翠
夜
轟

′賦
搬

′推
肥

¨
博
答
Ｇ
推
肥

側
革

。
時
と
Ｗ
ぃ
や

〉
０
灘
わ

句
日
や

■
係
製
Ｎ

「推
製
や
ｇ
Ｘ
く
や
露
総
皿
」
や
ミ
鞄
『
や
ミ
棋
や
ミ
〕

′
〉
や
や

０
会
笹
や

と
Ｗ
め
墨
里
選
硬
終

「推
瑠
楔
ミ
杓
再
想
」
や
む
衆
里
照
日
辞
蝉

′連
や
□
ぐ
０
会
０

。
や
二
Ｗ
Ｏ
ヨ
拘
翠
Ｎ
ぷ
照
回
辞
蝉
や
露
輝
劇
二
０
や
拘
峰
里
そ

皆
母

「緯
烈
選
―
」
′
倉
霊
里
鯨
軽
Ｎ
答
組
Ｇ
く
は
く
ヽ
辞
蝉
役
く
泉
ぐ
劇
や
や

「無
辞

翠
阻
苫

″連
Ｉ
Ｒ
小
コ
く
『
ゆ
Ｇ
帥
講
Ｇ
Ｇ
楔
／貿
Ｇ
日

。
↑
盟

さ
ｏＲ

心
】ｏ一分
）
や
と
Ｗ
て

壇
句
楔
ミ
杓
翻
総

〉
想
里
肺
迎
Ｇ
ハ
転
ｌ
ｍ
小

・
食
御
や
■
母
↑
馬
む
俗
選
閑
Ｗ
ぃ
ヽ
里

Ｋ
中
ロ
ト
飾
ギ
ヤ
ミ
せ
ぐ
終
Ｒ
撃
字
授
田

〉
や
連
）
蕊
埋
規
窓
抱
く
―卜
く
（
辞
蝉

′
里
や

『
『

（
ふ
―
い
′一
小
ヽ
ご
急
中一キ
′査
本

′推
製
）
便
聾
照
巡
無
翌
Ｇ
環
く

′、
い
卜

′や

「
拘

終
『
く
」
Ｇ
〕
連
Ｉ
Ｒ
小
コ
Ｋ

。
６
ｏ熙

ｂ
】ｏ「ａ〕
や
二
Ｗ
Ｄ
ヨ
蝶
抱
綻
田
撃
Ｉ
Ｇ
照
□
辞

煙
収
二
制
抱
拘
曙
逆
句
く
や
ロ
ト
飾
謂
や
■
ヨ
雨
Ｎ
推
製

′
『
推
瑠

「
や
ａ
Ｗ
ぃ
で
や
や

Ｋ
く
里
無
翠
」
や
Ｇ
ヽ
建
革
ギ
達
ふ
日

′
里
進
匝
ゆ

（】。道
分

再
ざ
）
Ｉ
Ｒ
小
コ
く
ば

。
（〇吟ぃ寸いい
ギ

楼
旺
）
や
二
Ｗ
ａ
Ｋ
抱
群
堅
Ｇ
句

「
や
増
や
拘
て

↑
冬
旺
理
Ｅ
Ｒ
や
■
翌
運
翌
抱
再
冬
避

基
埋
封
Ｇ
や
堅
要
ｇ
云
翌
ぐ

′
Ｄ
蝶
鯛
里
蝉
駅
Ｗ
二
黎
里
凹
整
Ｎ
ぷ
臣
＜

′粂
＜
Ｇ
）
て

■
約
蝉
里
「
苫
頭
」
′
Ｇ
増
や

「
Ｇ
や
拘
て
■
盟
課
里
選
緊
雷
埜
回

′
連
〕
二
架
里
無
諄

ポ
埜
回
Ｇ
巡
ぐ

′
〉
や
連
や
む
役
硬
回
―
」
革
や
「ば
延
＜
＝
副
蟹
推
劇
無
翌
」
や
雷
割

釈
熊
皿

・
ｇ
Ｋ
く
Ｇ
日
世
せ
杓

。
や
■
際
料
『
や
増
や
思
ぼ
く
無
喋
刈

。
蝉
回
Ｇ

（中
謂

メ
縄
週
旺
　
ｃ
ｃ
【



。
ｗ
■
普
順
抱
『
日
や
■
翌
求
母
て
鮨
重
露
選
１
０
選
緯
く
株
Ｎ
壇
腱
や
■
区
逆
神
軍
′
一
一

句
翠
隠
翠
Ｇ
畑
ぶ
Ｇ
日

。
や
ミ
鞄
翌
鴎
揮
冬
肺
ざ
里
盆
楔
Ｇ
維
品
や
し
盆
抱
耶
々
理
ご

〓

憩

′控
や

（仏
、皆
母
甲一」期
提
苫

正

蚕
）
ぺ
Ｇ
規
も
型
撃
―

。こ
収
拘
架
Ｗ
Ｏ
理
摺
事
ｒ

一

Ｎ
基
題
Ｇ

「推
卿
」
母

「封
球
」
里
わ
せ
や
送
駆
Ｇ

「駅
根
」
母

「赳
田
」
百
轟
ヽ
一

。
↑
ぐ
役
や
や
句
や
く
Ｌ
・

翌
Ｇ
賦
機
と
■
字
ぐ
黙
恵
里
椎
経
Ｇ
肺
々
題
雷
規
苫

・
ｇ
ネ
憩
趣

「推
製
句
駅
搬
」
′

Ｒ
Ｉ
マ
や
母
中
や
細
ぐ
翌
Ｇ
憾
腿
■
に
や
即
盤
字
ぷ
Ⅸ
□
皿
や
雷
寵
Ｇ
＜
や
璽

↑
二

・

「こ
楔
杓
＝
里
や
ヽ
Ｇ
日
」
連

「封
ネ
句
赳
皿
」
′包
ミ
ュ
Ｗ
尺
村
峰
Ｎ
郎
蝶
Ｇ
で
ミ

，十・

。
や
ミ
ぐ
醇
、母
と
や
壇
や
く
王
エ

や
Ｗ
ぐ
な
条
笹
耀
や
軍
避
回
Ｇ

「赳
虹
」
連
句
日
■
や
ぐ
里
↑
ヽ
Ｇ
や

。
や
■
艦
蝶
■

日
■
製
贈
句

「赳
皿
」
′
Ｎ
僕
製
Ｇ
悟
榔
字
々
駆
帥
再
や
ふ
―
――
引
や
翌
誤
Ｇ
＜
や
墓
ｆ

や
ミ
掬
め
聾
回
連
逆

「駅
釈
」
露
狸
苫
Ｇ
）
皆
授
や
↑
ヽ
Ｇ
日

′
控
ミ
や
ミ
Ｑ
逆
！
ｒ

。
（崎ｏ国‥困いぶ
”銀〇〇田＝３３３
一

ふち
こ

や
く
や
せ
会
や
と
Ｗ
て
捜
『
〉
二
Ｗ
Ｏ
円
や

「
眠
ば
」
Ｇ
軽
理
露
艦
村
押
玄
ヤ

エ

や
く
駆
里
郷
臨
ゆ
母
歴
喋
Ｇ
怒
苫
無
翌

″
や
や
Ｎ
昧
ボ

「
や
■
叶
Ｆ
抱
翌
せ
叫
や
や
（一

逆
図
Ｇ
匿
ば
Ｇ
ト
コ

二
十
引
翌
賠
料
帥
畔
拘
ヽ
拘
担
」
無
ミ
や

′
Ｗ
ａ
●
里
梶
堆
で
ヤ
・

や

「
、
卜
、
は
ハ
は

ヽ
卜
」
字

「駅
釈
」
′ぶ
皿
、
ト
ー
□

′
ゆ
Ｇ

↑
と
母

。
で
ｆ
）

・

壇
と
や
０
広
や
旦
選
ば
Ｇ
、
ト
ー
□
連
ミ
日

。
や
■
郎
蝶
Ｎ
母
日
■
や
ぐ
句
矩
撃
で
⌒
子

や
『
冊
々
駆
霊
規
苫

・
ｇ
ヽ
冬

〉
め
匝
句

「推
製
」
や

「駅
根
」
連
や
日
日

′
里
十
■

。
や
■
郎
蝶
抱
母
日
マ
と
堅
抱
矩
聾

や
二
母

「割
ネ
」
■

．
〓

卿
」
Ｇ
Ｗ
Ｄ
母
箕
郎
Ｇ
製
雨
問
田
Ｗ
Ｏ
〕

。
や
増
や
な
冬
や
ミ
や
醇
、句
や
増
や

Ｆ
一首
ｉ

ぐ
駆
里
悟
郎
Ｇ
ぷ
郎
門
田
字
製
轟
問
皿
や
軍
要
Ｇ
＜
や
璽
楔
０
↑
日

″連
母

「幸
≡
一
〓

Ｘ
く
や
雷
釈
皿
」
や
二
）
で
Ｒ
終
せ
楼
距
楔
０
に
や
〓
∞
や
Ｇ
↑
ａ
『

。
や
ミ
喜

一
モ
〓〓

逆
、
ト
ー
□
や
収
や
ミ
Ｗ
母
や
↑
Ｇ
増
や

「推
卿
」
Ｇ
Ｗ
Ｄ
母
悟
郎
Ｇ
製
正
電
王
〓
■

ミ
ミ

′
逆
―
恐
牛
村

。二
収
ぐ
Ｗ
て
捜
Ｎ
謡
皿
せ
粂
や
Ｇ
迎
抱
運
Ｇ
、
い
―
コ

′
一
■

。
や
や
逆
母
日
↑
ュ
母
役
ざ

【
上

連
Ｇ
や
■
句
↑
巧
や
杓
料
ほ
抱
●
ミ
や

′
０
電
や
ぐ
迎
Ｇ
璽
恵
旦
ニ
ロ
連
封）
三

〓
　

一

判
」
や
倉
柊
Ｎ
々
貯
Ｇ
て
冊
々
延
や
軍
ネ
憩

／
『

「剛
斯
Ｇ
駅
栄
」
や
与
■
．ミ

十
二

一
・

て
悟
郎
字
冊
々
駆
や
雷
謹
】
鮮
回

′也
尺
選
出
、
ト
ー
□
や
●
無
理
コ

ハ）ｆ
ｉ
　

一

い
０
【　
推
興
『
駅
求
や
む
冬
里
無
苫
無
遵
　
＞
一

ぐ
母
や
く
や
Ｗ
３

・
係
郎

（
や
皿や
旨
く
翌
求
）
と
や
拘
や
投
謡
終
０
拘
Ｇ
や
Ｓ
興
ネ

Ｇ
村

①

′
二
や
ミ
せ
む
●
Ｇ
二
Ｏ

Ｇ
蝶
〕
め
ヽ
母
悟
榔
Ｇ
製
轟
問
田

′連

「
こ
一苫
＝
）
推
卿
」

〕
●
句
旦

、
ト
ー
□

。
Ｇ
中ｏｏｏ困Ｈ
ひ∞凸
書
虚
）
や
べ
】
沖
規
さ
や
■

「ぼ
埋
逆
句
日
■
や

ぐ
句
Ｇ
や
や
選
言
く
草
」＜
里
坦
柊
会
や
ミ
控
や
柿
匝
里
二
田

″
抱
母
キ
邸
Ｇ
推
判
Ｇ
臣
＜

『
括
郎
Ｇ
製
再
司
工

′
３
ヽ
や
ぼ
抱
無
邸
Ｇ
て
綻
訓
や
■
―
軽
Ｎ
母
Ｇ
ゆ
や
軍
謹
母
Ｇ
ゆ

や
雷
車
急
」
と
軍
ヤ

。Ｃ
寸ｄ”ひ歓
【
烈
饗
）
や
二
Ｗ
ぃ
や
や
韮
鮮

↑
こ
母
や
く
や
Ｗ
料
０
母

椎
駅
Ｇ
て

「車
ぜ
で
■
判
↑
ヽ
と
い
わ
翌
里
雷
烈
綻
抱
冊
る
、駆
Ｇ
ネ
憩
『
ぷ
郎
問
皿
Ｇ
＜

璽
」
壇
卜
提
電
Ｃ
‐】ヽ
′冬
で
増
】
神
朴
類
や
■
照
ゼ
Ｎ
回
米
担
、
は
―
□
里
や
ヽ
Ｇ
Ｒ
硬

。
Ｗ

，
ｗ
尺
即
抱
維
駅
や
観

く
単
里
と
こ
担
翠
．型
桂

〉
や
】

Ｇ
冬
包
翌
避

ぼ
料
恒
Ｇ
や
担

、
い
―
口
芝
０
長
０

。
↑

ぐ
役
と
や
ｆ
ぐ
と
ミ
と
ば
拘
志
抱
興
稚

↑
二
句
や
■
挫
謡
抱
係
酎
字
々
駆
帥
寵
や
↑
め
製

栄
里
楔
０
↑
日

′
で
や
や
■
句
↑
ヽ
中
杓
料
恒
抱

「係
製
Ｇ
推
卿
」
母

「剛
附
Ｇ
駅
根
」

０
や

。
や
ミ
ュ
ゆ
母
役
母
日
や
十
二
小
″
田
逆
係
郎
字
々
駆
帥
再
や
露
求
憩
Ｗ
●
無
収
め

′
や
■
四
求
逆
紳
冊
対
推
瑠

′連
『
日
↑
二
母
や
■
悟
製
Ｎ
推
卿

′
め
預
里
ミ
日

。
マ
尺

二
母
役
母
日
や
■
埋
目
０
艇
К
抱
悟
郎
字
々
駆
帥
再
や
ふ
―
――
州
】
翌
謹
Ｇ
や
＜
や
ミ
拘

母
に
慈
傘
雷
飾
翌

・
翌
翌
メ
む
ミ
Ｇ
母

″Ｇ
や
く

′連
母
日
↑
二
母
や
■
剛
鮒
抱
蝋
根

】
眠
判
母
正
当
Ｇ
謹
車
ゃ
ヽ
里
ゃ
ト
ー
ロ
¨
「封
ネ
判
赳
皿
」
判

「推
製
判
賦
搬
」

一
ギ

。３
慨
０
世
母
日
〉
二
Ｗ
尺
将
Ｗ
３
０
里
ミ

ヤ
↑
や
杓
↓
壇
里
ミ
ュ

′
む
脳
拘
志
望
や
ヽ
Ｇ
的
抱
母

「係
製
Ｇ
推
判
」
『

「剛
即
Ｇ
駅

根
」
無
照
雷
無
ギ
や
判
つ
Ｇ
無
諄
翌
蝉
母
卜
回
辞
蝉

′
Ｇ
輿
や
料
里
興
稚
収
め
に
蝶
や
恩

剛

′
●
Ｇ
Ｒ
村
茎
抱
二
蚕
連
や
上
ぺ

。報
０
揮
翠
母
ミ
ュ
や
連
や
Ｇ
や
や
句
選
駅
Ｇ

「推

瑠
」
や
喫
摂

〉
や
と
や
二
ふ
ｒ
卜

′、
日
連
ミ
や

′
Ｗ
ａ
●
里
翌
預ヽ
遥
ぐ
と
Ｗ
や
拘
翌
蝉
拠

無
料
長
野
――
や
士
楽
逆

「試
共
」
里
巡
唱
）
Ｄ
や

。収
ぐ
ゆ
『
日
や
二
】
ミ
杓
ポ
興
歴
冬

「推
製
」
収
ミ
杓
嘉
導
ミ
杓
翌
翌
嘉
Ｗ
二
架
里
照
回
辞
蝉

再
一――
総

。収
０
艇
選
抱
母
日
や

ａ
ｗ
ミ
で
む
↑
把
翌
母
領
留
響
神
や
ミ
ポ
抱
挫
基
ぐ
翠
字
終
回
辞
蝉

′
字
製
単
や
型
抱
ヨ

製
葉
蟹
基
字
料
性
Ｇ
笠
基
無
超
粂

「推
卿
」
再
下
―
恐

′
連
旦
毬
ぶ
や
ミ
杓
や
後
悪
距
里

「推
製
」
や
卿
駆
Ｇ
『
照
苫
仲
辞

′Ｒ
翌

。報
０
艇
翌
抱
『
日
や
二
】
ミ
鞄
や
粂
軍
革
Ｗ
ａ

Ｇ
里

′
『
日
ぐ
と
Ｗ
ミ
拘
翌
餌
く
Ｗ
Ｄ
『
Ｇ
ゆ
Ｇ
叶
忘
や
や
０
公
申
告
引
Ｇ
麟
Ｎ
駅
根
①

メ
絹
週
皿
　
∽
ゆ
【



。
や
ミ
約
ヨ
ば
冬
主
〓

↑
二
『
〉
二
Ｗ
Ｄ
駆
凹
里
翌
普
理

・
翌
唆
Ｈ
冬
ミ
や
ミ
や

′進
匝
母
軽
駆
Ｇ
句

「走
〓
〓

割
」
母

「埋
巡
芸
選
」
連
里
題
Ｇ

一推
劇
母
駅
根
」
句

「割
求
『
赳
田
」
′
で
や
や

一
苫

熙
里
↑
ヽ
Ｇ
日

。
時
拘
や
後
句
日
や
む
↑
則
翌
Ｗ
Ｏ
母
賦
椛
や
郎
剛
や
ミ
↑
や
■
壇
玉

・

「狸
窓
芸
選
」
や
好
、↑
と
『
や
ミ
駆
里
係
郎
字
齢
々
駆
や
翌
ま
ぐ

′連

「推
卿
句
ゴ

ギ

′
Ｗ
Ｏ
母
賦
腿
や
榔
職
や
ミ
↑
や
■
捜
腱
や

「規
苫
埋
割
」
や
好
、↑
と
母
や
や
駆
里
キ
智
Ｌ

馴
堅
や
露
謹
や
雷
正
璽

′
連

「割
求
『
赳
皿
」
″
母
や
■
Ｉ
蝶
抱
官
図
Ｇ
日

。
↑
ぐ
卓
′

ヽ
や
０
選
赳
句
や
ａ
Ｗ
ミ
拘
担
喪
後
さ
駆
や
露
ぷ
理
や
ｇ
唆
旺
楔
Ｇ
二
母

′
や
ミ
杓
（
ク

や
後
隈
稚
と
め
榛
里

「疑
苫
悪
選
」
Ｗ
●
馬
里

「規
さ
埋
赳
」
逆
せ
鞄

′
０
理
Ｎ
ぶ
モ
・

「規
さ
埋
割
」
冬
帥
苦
Ｇ
埋
割
無
翌
や
ヽ
里

「規
さ
慈
選
」
乍
村

″笹
ミ
■
烈
翠
や

一
二

革
里
鞭
課
く
珊
Ｇ
Ｒ
ハ
体
竿
Ｗ
ａ
●
里
軽
駆
Ｇ

「埋
さ
埋
＝
」
母

「規
さ
慈
選
」
Ｇ

上

。
や
二
）
０
普
授

〉
頂
抱
句
日
や
■
日
釜
里
ｇ
型
〓
≡ヽ

〓

ゼ
買

・
翌
料
呟

（Ｇ
ゃ
恒
Ｇ
皆
授

・
Ｒ
饗

・
準
餓
）
や
む
梁
里
憩
謂

・
雄
蝉

・
壇
苦

′
ヤ　
ヽ

連
や
む
役
蕊
卿
紳
翌
Ｇ
里
榛
収
●
二
母
蕊
卿
継
基
蝶
球

′蕊
卿
ビ
■

′繍
卿
遜
ぷ

′
〓

，

「長
鵠
無
翌
や
翌
日
釜
」
梁
や

。
や
く
や
興
稚
ａ
ｎ
榛
収
ミ
ぷ
ｗ
Ｑ
士
里

「鮨
即
Ｃ
王
す

緊
」
Ｇ
把
鮮

、
―ト
ーー
は
申
ヽ
く

′
Ｇ
増
や
『
日
Ｇ

冨
Ｒ
輸
無
翠
や
露
Щ
釜

′
や
■
『
ｆ

一

製
撃
Ｎ
封
選
Ｆ
や
拘
や
無
句
日
や
襲
Ｎ
埋
割

〉
二
Ｇ
ｕ
霊
収
村

″
楔
Ｇ
喪
や
堤

′
二
ｆ

Ｇ
や
＜
Ｇ
Ｗ
て
■
と
や
０
蝉
性
的
や

『
や
楔
＜
Ｇ
京
』
′
Ｇ
村
●

′
里
盆
収
里
く
Ｃ

■
」
担
紳
巡
楔
村

。
時
と
Ｗ
ぃ
や
『
Ｇ
や
ψ
翠
杓
志
Ｎ
搬
稚
露
控
苫
や
翌
軽
単

′
ｒ

一

母
日
Ｇ

「思
鵠
無
翌
や
翌
日
達
時
申
晰
Ｎ
々
駆
里
慈
選
Ｇ
せ
冬
醒
艦
字
齢
俳
く
」
こ
．一
喜

。
や
■
懸
州
母
役
郎
穏
終
掬
い
わ
翌
Ｇ
『

（
ゃ
■
母

遅
一苫
埋
封
」
遅
一苫
≦
畔ご

ミ
中
二
　

一

ぺ
）
「朴
規
苦
Ｃ

（零
Ⅸ
問
旺
）
『
日
や
拘
割
」
句

「沖
規
芯
Ｇ

（帥
畔
Ｋ
）
芸
選

一
′
一
一

〉
二
Ｗ
二
黙
抱
無
翌
や
ｇ
襲
副
Ｗ
ぃ
や
里

「艦
料
は
ぼ
雷
ト
コ

二
十
州
」
連
Ｋ
Ａ

、
一

。
（Ｃひ
＝‥ぶら
ギ”的い０
「ＨＯ●い
【　
″雲し弓モ〓
）

や
二
Ｗ
ミ
拘
ョ
蝶
Ｗ
Ｏ
母
ミ
体
申
綻
烈
無
翌
や
や
『
志
翠
く
悶
Ｇ
埜

〉
ニ
ャ
（
〓

や
ぶ
卿
無
翠
字
Ｇ
〉
↑
盟
羅

′や
会
や
Ｇ
帥
謂
ゼ
ば
や
罫
瑠
く
拘
峰
ぷ

′重

「ゼ

十
一
〓

ｇ
ト
コ

二
十
州
」
Ｇ
日

。
↑
ぐ
役
ゃ
拘
や
督
搬
連
ば
絹
回
Ｇ
や

′也
ミ
与
〓
エ

ギ
■

ヽ
卜
報
０
に
や
会
や
や
■
岬
蝶
Ｎ

「‐艦
料
郎
窓
雷
ト
コ

二
十
引
」
冬
ヽ

ハ
、
一
ノ
ｉ

‥

Ｒ

】

推
製
母
駅
服
や
む
雫
望
照
首
憩
翌
　
＞
一

ぺ
や
■
『
↑
〕
ヨ
ば
申
基
駆
Ｇ
ミ
せ
Ｅ
世
歴
Ｇ

「封
求
句
避
田
」
句

「推
卿
『
駅
釈
」

ぎ
に
Ｇ
Ｏ
会
Ｋ
ハ
小
十

”
雄
題
Ｇ
判

「釧
駅
判
避
皿
」
判

「推
側
判
賦
根
」

弱
ギ

。３
慨
や
】や
ミ
Ｗ
飽
基
駆
Ｇ
対

「推
捜
句
駅
根
」
句

「翌
求
母
赳
皿
」
Ｇ
日

′
理
巡
）
●
粂
楔
コ

。
ｎ卜
十”や
型
騰
や
ミ
Ｇ
環
授
連
）
●
句
逆
照
冨
憩
翠

メ
く
や
く
増
や
軍

ま
連
里
、
十卜
‐
□
主
↓
壇
Ｇ
運
部
無
翌
句
臣
朝
規
苫

。
や
増
や
倍
連
二
や
冬
二
連
里
む
や

や
や
空

ｒ
Ｓ
や
〓
車

もヽ
主
Ｇ
日

′引
蕊
●
や
や
Ｇ
や
会
長
逆
埜
郎

〉
冬
ゆ
母
連
体
眼
Ｇ
〕

′
母
モ
Ｇ
や
く
で
く
翠
申

「
杓
〉
里
杓
割
」
「
杓
憾
」
連
二
や
く
蕊
埋
―

小
ふ
ハ
い
そ
や
準

Ｎ
Ｇ
玄
を
字

「二
無
拘
３
」
Ｇ
紳
館
距
笹
尺
悪

′眸
々
駆
雷
謹
担
ば
さ
憩
翠
め
へ
０

。
↑

ぐ
役
や
■
巧
、三
里
ミ
日
ゆ
、
―ト
ー
田

。
や
拘
や
料
恒
連

「採
製
Ｇ
推
判
」
『

「田
珊
Ｇ
駅

根
」
ヽ
一ミ
や
輩

Ｃ
Ｓ
Ｎ
臣
朝
Ｇ
日

′
Ｗ
Ｏ
母
や
■
哀
凶
母
臣
釧
規
さ
わ
皆
『

「題
期
無

翌
」
抱
ぱ
く
世
Ｄ
↑
日

。
や
ミ
拘
悟
瑠
終

「割
ネ
」
『

「赳
皿
」
母
↑
馬
め
襲
回
Ｎ
ミ
や

／ミ
杓
せ
収
や
後
埜
益
字
避
翌
里
Ｒ
ｅ
蝉
性
Ｇ

「紳
型
」
や
Ｗ
ａ
雫
里
答
思
懇
護
Ｗ
Ｄ
や

。
や
ミ
ぐ
臣
、母
や
二
Ｗ
め
蝉
ぐ
終

「神
翌
」
里
旧
唄
や
３
で
増
Ｇ
墜
や
↑
０
も
顛
終
ミ
ぐ

ミ
ぐ

′
ヽ
や
里
ミ
牛
二

。会

↑
ぐ
役
Ｇ
や
く
的
理
ミ
的
里
埜
郎
連
翼
く
や
■
料
性
終
答
思

雷
謹

↑
二
Ｇ

、
～ト
ー
□
や
や
や
や

。と
や
連
や
答
思

（
や
ｇ
提
祥
薫
）
や
翌
寵
杓
楔
Ｇ
桶

′
担
Ｇ
や
■
歴
盟
冬

「＝
求

・
赳
皿
」
Ｇ
日

。
↑
ぐ
役
や
ミ
ニ
『
や
収
ミ
逆

「割
ヽ
」
判

「赳
田
」
↑
二
や
日
日
革
↓Ｇ
や
■
牌
郎

↑
ヽ
や
■
誤
習
『
冊
々
題
露
求
憩
終

、
ト
ー
田

。
や
ミ
せ
尺
Ｗ
句
や
■
翌
苺
郎

・
翌
斌
く
つ
割
ヽ
ゆ
避
皿
や
推

卿
ゆ
駅
楔

／
拘
母
や
ミ
杓
翌
餌
く
無

（柿
冬
や
や
冬
冬
里
ミ
ニ
母
な
さ

′冬
や
Ｅ
連
や
喫
く
Ｇ

〕
）
壇
腱
Ｇ

「将
型
」
字

（持
冬
′，世
０
や
里
Ｎ
Ｅ

／
や
ヽ
Ｅ
控
母
や
収
超

・
要
）
捜
腱
Ｇ

「問

皿
」
や
ミ
約
Ｅ
授
や
０
や

。
や
増
や
二
岬
Ｇ
会
や
■
恒
授
Ｎ

「神
翌
」
′会
や
■
Ｅ
授
Ｎ

「問
皿
」
終
係
榔
母
々
題
帥
再

″連
二
卿
Ｇ

「推
卿

・
封
訳
」
母

「駅
択

。
赳
皿
」
楔
村

。
時
増
や
め
匝
母
ミ
日

や
軽
題
Ｇ

「推
製
」
『

「＝
求
」
。
や
■
選
烈
母
や
増
や
Ｇ
や
喫
０
選
翌
ヽ
母
て
齢
々
題

露
ネ
憩
Ｗ
Ｏ

（翌
撃
Ｉ

Ｌ
畜
キ＜
米
）
ポ
ぷ
翠
Ｎ
無
郎
字
々
題
帥
寵
収
Ｄ
↑
〕

′
連

「蝋

根
」
０
預
里
ミ
日

。
や
■
選
剖
母
や
増
や
『
日
や
■
柊
製
０
罫
照
里
牛
中
杓
ポ
霊
求

・
製

聾
Ｉ
Ｎ
係
郎
字
々
巫
帥
再
や
■
題
里
ぶ
皿
怠
田

′
で
終
や
や
基
抱
翌
善

＜
字
封
きヽ
叫
終

や
く

′
抱

「避
岨
」
連
ミ
や
ミ
や
】
Ｏ
Ｗ

。
や
く
や
会
で
罫
笹
ミ
ぐ
Ｎ
盟
再
字
避
Ｎ
連
ミ
日

Ｘ
梶
ヨ
砥
　
ｏ
卜
】



。と
楔
ぐ
Ｗ
て
壇
抱
裏
懸
雷
珊
博
と
役
壬
Ｉ
Ｗ
Ｏ
駆
里
好
、Ｇ
日

。
や
ギ
ｔ
こ
〓
・

と
母

′冬
や
ミ
０
中
杓
料
橿
里
↑
ヽ
Ｇ
勺
Ｎ
ミ
〕
終
照
巡
憩
翠

′
Ｗ
Ｏ
ポ
里
夏
習
ｆ
■

・

里
肺
々
駆
Ｇ
謹
憩
楔
０
理
蝶
後

、
‐ト
ー
□

′連
皿
題
楔
拘
Ｗ
ミ
拘
里
Ｇ
判
ポ
〕
↓
■

。楔
Ｄ
ヨ
蝶
や
ミ
体
枠
〓
．

■
巫
旦
臣
朝
求
憩
Ｇ
①
ｌｌ

↑
二
母
無
翌
翠
蝉
母
本
回
翠
理
】
Ｄ
句
盆
『
相
Ｇ

マ
エ
　
〓
一

Ｗ
Ｏ
や

。収
０
ヨ
ば
抱
き
駆
や
雷
選
理
や
軍
唆
旺
里
題
Ｇ
や
や
畑
ぐ
鰹
Ｇ
せ
ミ
日

′
（
・

Ｄ
揮
翠
Ｎ
Ｇ
ぐ
題
Ｇ
判

「割
求
『
赳
皿
」
「推
卿
母
駅
根
」
母
ミ
や
ミ
や

′
め
要
工

・

、
は

ヽ
卜
↑
二
母

「規
苫
埋
割
」
句

「壇
苦
芸
選
」
や
ヽ
逆
ｋ
ハ
体
竿
連
や
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